
は
す
で
に
像
定
の
紙
数
を
越
し
た
る
故
に
=
れ
に
て
終

り
､
つ
づ
い
て
撃

甘
改
め
次
々
に
蛋
要
L･芸

化
令
尊
名
の
改

正
さ
れ
た
も
の
を
時
々
御
報
告
す
る
こ
ど
に
し
た
い
｡

毒

薦

之

農

業
(
≡

)

紳

保

六

合

男

虹､
問

塞

農

業

本
島
は
気
侭
の
闘
係
上
熱
帯
及
暖
神
性
の
果
樹
園
薮
感

に
行
な
は
れ
.
芭
蕉
.
鳳
梨
､
柑
顛
p
朱
頬
､
龍
眼
､

木
瓜
等
は
其
の
主
な
る
も
の
で
あ
る
､
此
等
は
既
に
領

姦
常
初
よ
り
産
出
し
た
る
も
'
其
後
'
各
研
究
所
､
政

事
試
倣
場
.
農
童
試
験
所
等
の
研
究
の
結
果
'
品
種
の

改
良
､
耕
鋤
法
の
.改
善
等
､
大
い
に
見
る
べ
き
も
の
め

,E
lて
'
今
や

一
般
農
家
の
副
業
だ
し
て
'
肺
だ
濁
立
農

園
ビ
し
て
'
益
々
普
及
磯
達
し
年
産
徹
二
千
苗
圃
以
上

に
連
す
る
に
至
っ
た
｡
昭
和
二
年
に
於
け
る
園
嚢
作
物

基
底
数
見
放
珪
魔

偲
顎
を
革
ぐ
れ
ば
左
の
如
-
で
あ
る

閉
塞
作
物
度
数
漫
及
銀
座
償
街

道

耐

乏

腔

染

跳

水
故

小i)

州
.:

E
iS
EEi

55j

鳳

烈

瀧

限

其

他

計

些
灰
数
盈

盤
産
慣
餌

〓
昆虫
宍
三
組

二
重
(0
ニ
貿
CI斤

六
書
望
0(
斤

二
完
三
〇金
歯

71a遠
望
茜
斤

益
田〇望
tt

t歪
(
三
混

礼.ar.叉
.j

七
盃
朱
印

讃
0
7g
]

割

合

空
'九
%

克
'六
%

也
､六

四
.
ニ

三
､四

三
'呈

木
瓜
'概
伽
'

棟
仔
'抑
'桃

]≡
畠
]]0望
脚

700
.0

芭
蕉

芭
蕉
栽
培
は
之
を
大
別
し
三

1
A!J.t･bす
革
が
出

凍
る
｡

一
っ
は
宅
地
栽
培
で
宅
地
利
用
に
ょ
る

.i
股
農

家
の
副
業
に
し
て
北
部
よ
-
も
南
部
に
此
の
傾
向
は
著

し
く
､
姦
南
､
高
雅
両
州
下
に
最
も
盛
に
行
は
れ
'
他

'H
七

五
三



地

租

第
十
二
健

は
特
殊
栽
培
に
し
て
､
山
地
.
丘
陵
地
'
或
は
水
旧
軍

に
集
団
的
栽
培
を
か
ふ
も
の
で
､
此
の
閥
の
も
の
に
は

随
分
大
な
る
芭
蕉
園
も
見
受
け
ら
れ
る
｡
即
ち
養
中
盆

地
の
丘
陵
､
姦
両
州
下
､
斗
六
､
嘉
薫
､
新
宮
､
等
各

郡
の
丘
陵
地
に
於
け
る
芭
薬
園
及
び
､
毒
中
州
､
見
林

郡
､
義
歯
州
新
借
､
白
河
耐
郡
､
高
雄
州
下
､
潮
州
､

旗
山
'
鳳
山
p
厨
兼
の
凶
郡
に
行
は
れ
る
水
m
栽
培
芭

蕉
聞
等
は
後
者
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
(
分
布
間
参
照
)

而
し
て
永
-‡ー
栽
培
は
人
為
的
で
成
熟
期
を
鞄
知
す
る
事

が
出
凍
る
が
､
山
地
栽
培
は
放
任
的
で
成
熟
期
は
常
に

遅
JtT.気
味
で
あ
る
P

故
に
南
部
尿
兼

盆
地
の
''t
ナ
ナ

は
､
内
地
大
都
市
の
激
も
常
要
期
な
る
春
三
･.
四
月
の

蕨
市
場
に
Ⅲ
廻
り
高
値
に
て
東
男
せ
ら
る
る
に
反
L
P

中
部
'
遺
草
蓮
の
山
地

?,lナ
ナ
は
六
､
七
'
八
月
'
相

場
の
最
も
下
落
す
る
頃
.
諦
場
に
出
廻
る
を
常
ビ
し
､

其
聴
覚
に
比
し
て
慣
徹
は
少
い
の
で
あ
る
｡
然
し
南
部

地
方
に
於
で
は
屡
々
暴
風
に
見
舞
は
ら
れ
､
損
失
を
招

-
,I)
だ
大
な
る
も
､
姦
中
盆
地
で
は
之
の
種
の
損
失
は

極
-
軽
少
.で
あ
る
0

解

式

錬

寅
(

五

相

次
に

栽

培

面

積

放
牧

琴

曲

の

累

年

に
於
け
る
鼻
化
'

第

八

閥

昭

励
三

年
に
於
け
る
各
州
の
牧
痩
高
及

芭

蒸
栽
培
分
布
図

等
蔚
示

せ
ば
左
の
如
-
で
あ
る
｡

芭
蕉
栽
培
面
積
'
収
穫
高
'
盛

年
鼻
化

明

治糾十
二
年

火

正
元

年

大

正
五

年

火

jI…十
年

昭

和

元

年

昭

和

二

総
-

栽
培
何
桁指

数

党

外

甲

100

1
k;.三

二
六
P

T]10
天

現
三
〇

空

宅

7
0
究

]七
二
八
〇

7110
.1]]bf

]
=･-
仙
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碓

i:H

岩

票

六
〇
三

斤

三

0
77究

FIH

聖

苦

九
八
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八
六
]
実

空

O

志

七
台

〇
七
〇
T

二
二
三
九
〇
二
叩
六
〇



各
州
に
於
け
る
芭
塞
牧
機
高
及
甘
斤
畢
憤

(
昭
和
二
年
)

韻

北

新

竹

姦

申

端

岡

唯

~総

高

侶

部

首
斤

ノ

侶

真

意

八
九
八
斤

】真
空
-樹

71.港

琶

諒
等

1
1宅
霊
草

三

一空
食
思

一

二
染
望
側

室
意
志
a

重
八(責

]1､完

rI.芸

1､七
高

郷

露

光

北
越
継

買
入聖
霊
七
宗
空
き

吉
%
1三
四

三
1宍
三

先
曇

蒜
望
九

3.]15

三㌧荒

二三
三

抄

湖

計

八
三
六

書
完
0
毒
苫

田空

六四%0四
二
]

六'
0
0

各
地
平
均
ニ'八(

鳳
梨

鳳
梨
は
婁
中
州
束
勢
郡
(
大
安
渓
上
流
大
坑
)以

南
､
高
雄
州
鳳
山
郡
に
至
る
中
央
山
脈
西
斜
面
山
麓
丘

陵
地

(
海
故
旧
官
米
以
下
の

L
a
[erite
暦
及
､

二
千

粍
の
等
商
量
嘩

こ
略

1J
致
し
て
ゐ
る
｡
殊
に
余
の
前
述

箪

九

蘭

姦

耐

乏

投

光

せ
る
轟
轡
の
気
候
中
に
示
し
た
気
候
置
匿
分
間
を
塵

掘

せ
ら
れ
た
い
)
遊
び
に
､
尿
尭
盆
地
だ
が
主
賓
産
地

で

あ
る
｡(
分
布
個
参
照
)
近
年
各
試
戯
場
に
於
て
､
試
作

研
究

の
結
凍
'
布
畦
､
瓜
唾
等
の
優
良
種
を
輸
入
し
平

地
栽
培
を
開
始
す
る
も
の
多
ー
叉
州
骨
局
も
大
い
に
之

が
奨
励
に
努
め
た
れ
ば
'
高
雅
'
義
歯
'
両
州
下
に
於

で
外
囲
箱
栽
培
は
今
後
益
々
隆
盛

に赴
か
ん
PfJ
す
る
菊

蓮
竪

不
し
て
ゐ
る
｡
特
に
界
来
郡
老
坤
農
場

(
中
村
氏

経
督
)
は
本
島
第

1
の
新
式
鳳
梨
に
し
て
p
賓
に

t
千

甲
に
隣
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
｡
相
は
姦
宙
州
下
'

斗
六
､
第
義
､
漸
豊
.'
骨
文
'
新
化
郡
等
の
山
麓
平
地

に
は
撒
水
'
新
式
鳳
梨
園
が
大

い
に
敬
展
す
る
趨
勢
を

示
し
て
ゐ
る
｡
而
し
て
.
之
等
各
地
で
成
熟
せ
る
鳳
梨

は
素
養
尭
洋
風
梨
魯
配
､
高
雅
市
内
外
食
晶
工
場
及
鳳

荒

れ

五
五



地

球

第
十
二
笹

山

郡

'

柿

木

'

阿

辻

雨

風
梨
工
場
等
に
輸
送
せ
ら
れ
る

の

で

あ

る

0

凪

裂

果

年

之
担
化

節
五
軟

岩

]

凪

烈

晃
年

の

婁

化

図 十 第

固 イ ラ ンオ坤老 梨凪博志

治
円
十
二
年

正

元

年

正

五

年

爪

十

年

和

元

咋

利

二

年

作
付
:桝
砧
及
指
数

二
二
.M
W

to
o

(
hハ四

空

九
〇
三

票

三

宅

.

一
0
7

二
):先

一
失

ニ
(
盃

三
.113

五

･'(
耽

碓
‥

仙
戊

梢
殻

l
美

三
ニ
0
欠

斤

i3
0

1
0
望

空

0
0

七
･.)

七
九
七
責

D
O

宍

(
告

八
玉

山

宍

〓
ハ0
考

望

九

二

八

二
つ
空

ニ
0
ハ
瓦

葺

エ

次
に
作
付
-LE
積
牧
堆
高
の
晃
年
に
於
け
る
礎
化
室
不
せ

ば
左
表
の
如

-
で
あ
る
｡

相
集
類

本
砧
に
産
出
す
る
柑
朱
頬
を
大
別
し
て
三
に

た
bす
こ
}J
が
川
凍
る
｡
即
ち
董
叩
州
南
段
那
以
北
の
粘

故
旧
甘
米
以
下
の
丘
陵
山
地
に
産
す
る
柑
頗

主ヽ
1J
L

で
棚
柑
t
.様
相
)
亡
弟
耐
州
虎
屋
郡
柑
蝦
以
南
の
沖
横

地
に
て
殊
に
水
利
の
好
き
場
所
に
穫
す
る
朱
頻

(主
ビ

し
て
米
韓
'
文
旦
)
及
東
部
海
洋
平
野
に
崖
す
る
レ
モ

ン
類
ビ
で
あ
っ
て
(
分
布
問
参
照
)年
産
額
百
六
十
甫
岨

以
上
に
逢
し
て
ゐ
乙
.
:･FE
-
て
t
ij.林
榊
褒
武
威
桝
'

嘉
苑
中
央
研
究
所
'
妨
張
出
が
試
廠
所
の
試
作
研
究
及

州
箇
月
の
填
勘
等
に
仰
-
'
此
後
'
溶
離
熟
聯
地
方
の

平
地
に
は
'
文
‖
‥'
朱
始
の
外
斗
柵
､
自
他
､
大
口
柚

レ
モ
ン
､
ポ
メ
P
等
の
朱
柚
独
及
び
印
度
相
接
果

(
刀



ラ
ボ
-
)
､
サ
ボ

シ
ラ
~

ア
ポ
.ii
ド
等
熱
帯
果
樹

の
栽

櫨
が
磯
蔑

す
る
束

運
に
向
っ
て
ゐ

る
｡

第

十

一
間

次
に
柑
朱
栽
穐
分
布
図
に
つ
い
て
殊
に
注
意
を
要
す
る

都
は
､
基
中
州
以
北
(
柑
叛
)
に
於
で
は
山
地
に
分
布
す

る
に
反
し
､
西
螺
以
南
(
朱
煉
)

は
卒
地
沖
積
地
に
分
布

す
る
事
で
あ
る
｡
之
れ
､
柑
範
は
飴
り
水
分
を
要
せ
ざ

る
も
'
東
販
は
非
常
に
水
分
を
要
求
す
る
粘
果
か
か
る

分
布
状
態
を
現
出
せ
し
め
た
の
で
あ
る
｡
荷
ほ
'
威
豆

文
且
､
田
螺
朱
弊
'
農
林
械
相
､
新
堀
機
相
､
毒
北
踊

柑
等
は
何
れ
も
有
名
で
あ
る
｡

基

滑

之

磨

米

め
､
家

畜

畜
産
は
本
島
鹿
家
の
L主
要
な
る
副
業
に
し
て
年
産
額
三

千
八
百
苗
圃
を
突
破
し
､
主
な
る
家
畜
は
原
､
鶏
'
年

蘇
.
驚
等
に
し
て
豚
は
米
､
甘
蔑
'
甘
藷
だ
共
に
本
島

農
産
物
中
四
大
宗
の

一
つ
で
あ
る
｡

而
し
て
其
の
分
布
状
態
は
虚
栄
人
口
分
布
だ
略

1
致
し

て
ゐ
る
が
'
豚
牛
は
姦
南
州
に
､
家
禽
は
適
中
'
新
竹

両
州
下
に
教
も
多
-
分
布
し
て
ゐ
る
｡
昭
和
二
年
畜
産

物
生
産
頭
数
及
珪
産
倍
額
を
掲
ぐ
れ
ば
次
表
の
如
-
で

あ

る0
畜
産
物
捷
産
頭
数
及
生
産
債
閣
(
昭
和
二
年
)

其山潤滑牛鵜豚

･旭草

蓋桐姐光栄Oq既望書芸八羽蓋二筆頭70ニ克蓋射二三三品羽.nLl発二両

隼
JA
侶
樹

制

令

二
光
天
空
八
脚

宍
'九%

四
二

rlO
妄

言
'六%

三

四
宍

発

へ
六
%

八
六
壷

芯

三
.
ニ
%

n
l
究

O
Ttt

0.八%

三

条

0
帥

O
.
山ハ
%

1
0
11九
空

O
.三%

tr.(
九
｢.I義
政
ハ六

t
O
O
t
0
%

備

考

牛
へ水
牛
'安

牛
'雑
種
'洋

牛
､印
蛙
牛
)

環
､座
､七
両

鳥
'緬
羊
'馬



節
十
二
怨

養
豚

鹿
肉
は
本
島
人
最
蚤
巽
Ll
副
食
物
で
背
粟
頗
る

多
-
､
鹿
家
の
別
業
ビ
し
て
毎
月
必
ず
教
頭
を
飼
養
し

て
ゐ
る
｡
最
近
.
豚
偵
昇
蘭
に
低

･｡
専
業
飼
育
者
さ
え

現
は
る
､
に
至
っ
た
｡
其
の
単
位
面
積
に
放
け
る
分
布

密
度
は
世
昇
最
多
t
,耕
せ
ら
る
る
狗
泡
の
三
倍
に
上
-

怒
ら
′
-世
堺
筋

一
位
で
あ
ら
も

而
し
て
在
求
穂
は
鰹

廉
が
矯
小
に
し
て
肥
浦
遅
-
､
肩
及
背
部
の
肉
付
､
賓

鍋
で
あ
る
が
蕃
殖
力
は
猶
-
髄
質
は
昭
健
で
あ
q
O
通

常
之
を
塞
瑛
種
､
桃
園
種
､
中
形
欄
､
小
形
紐
に
分
娠

す
る
｡
幾
瑛
種
は
耳
が
著
大
で
断
面
に
飯
多
-
､
性
温

順
に
し
て
'

1
簡
年
に
百
五
十
斤
に
連
す
る
｡
桃
固
席

は
荘
凍
種
申
､
優
良
L･i
も
の
～
一
で
､
骨
格
は
太
-
､

耳
は
中
等
大
､
頻
肉
が
幾
で
顔
面
に
飯
多
-
繁
殖
力
は

強
い
が
鰹
質
は
窮
い
方
で

一
箇
年
宵
七
十
斤
･に
上
-
.

特
別
肥
育
を
施
す
ビ
二

二
箇
年
間
に
六
､
七
百
斤
だ
な

る
も
の
が
あ
る
｡
中
形
種
は
骨
格
が
大
で

胴
も
預
も

精
々
長
-
､
額
田
に
は
数
榛
の
鮎
が
あ
る
｡
蕃
補
力
'

旺
盛
に
し
て
､
鵜
野
の
飼
育
に
髄

へ
､
バ
ー
ク
シ
ャ
イ

ヤ
和
だ
､

の新
種
は
成

績

が
最
も
良
好
で
あ

る
｡

小
形
戒
は
放
-
多
-
新
竹
州
以
南
に
戯
-
分
布
し
､
小

鳩

洗
脱

葛
Jl

五
八

形
で
1

頚
は
刺
卑

し
額
が
隆
超
し
､

耳
は
小
B｡j
t

直

立
し
p

腰
は
細
長
-
､
背
は
凹
み
脚
は
長
い
､-
性
肇
は

喧
騒
で
髄
質
は
強
健
､
よ
-
粗
悪
な
る
飼
育
に
域

へ
得

る
も

一
箇
年
､
Lm
斤
内
外
に
過
ぎ
な
い
｡
之
を
要
す
る

に
春
水
種
は
強
健
で
凝
食
に
堪

へ
も
特
質
は
あ
る
が
､

肉
用
ビ
し
て
は
バ
ー
久
シ
ャ
イ
ヤ
の

山
箇
年
二
百
三
四

十
斤
に
此
す
る
だ
腰
隔
が

飴
-
に
大
で
あ
る
｡

バ
ー
ク

シ
ャ
イ
ヤ
ビ
義
輝
種
ど
の
新

堀
は
良
-
パ
ー
ク
シ
ャ
イ

ヤ
の
美
質
を
蒐
催
し
､
強
健
で
蕃
殖
カ
が
張
-
常
や
肩

の
肉
付
も
充
貸
し
､
早
熟
に
し
て
肥
満
性
に
富
み

一
箇

年
.
よ
-
二
百
斤
内
外
に
遵
す
る
｡
賂
裸
の
養
豚
は
'

鬼
の
新
種
に
よ
り
七
革
新
さ
れ
る
の
で
あ
ら
-
｡
普
局

は
バ
ー
ク
シ
ャ
イ
ヤ
種
を
奨
励
L
t
東

に
進
ん
で
茎
濁

産
業
の

言
し
て
p
感
腿
及
ベ
ー

コ
ン
の
製
造
を
計
蓋

し
､
之
が

指環
に
つ
い
て
考
究
腐
心
し
て
ゐ
る
｡

煉
膿
は
此
律
寅
丈
で
も
年
三
宵
薗
園
の
需
要
が
あ
る
欠

前
.
頗
る
時
宜
に
適
し
た
事
業
ビ
日
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
0

昭
和
二
年
の
飼
育
頭
数
は
官
六
十
四
嵩
二
千
五
百
六
十

一
頭
､
屠
殺
頭
数
官
十
八
常
九
千
九
育
英
十
六
預
で
､
.

之
を
明
治
三
十
五
年
の
飼
育
斑
数
七
十
七
常
九
千
七
十



九
頭
に
比
す
れ
ば
倍
数
以
上
の
曙
加
を
示
し
て
ゐ
る
｡

畜
年

畜
隼
は
主
だ
し
て
､
水
車
だ
萌
牛
ど
の
二
種
で

愚
答
は
薄
ら
､
旗
桝
だ
運
搬
用
亡
に
使
用
さ
れ
る
こ
ビ

恰
も
内
地
に
於
け
る
馬
匹
の
如
-
で
あ
る
｡
此
の
他
洋

牛

沼郷
種
牛
･1J
が
あ
っ
て
､
乳
用
其
の
他
に
使
用
さ
れ

て
屠
る
｡
昭
和
二
年
の
飼
育
現
数
は
､
水
空

手

九
滞

二
千
入
官
九
十
八
頭
'
第
年
入
常
七
千
凹
官
三
十
八
頭

其
の
他
五
千
二
百
九
十
三
班
､
計
三
十
八
常
五
千
六
百

二
十
九
班
に
し
て
も
明
治
三
十
五
年
の
二
十
五
寓
六
千

九
十
五
頭
に
此
す
れ
ば
五
割
の
増
加
壁

不
し
て
ゐ
る
｡

家
禽

本
島
の
家
禽
は
鶏
ビ
鴛
が
主
で
､
昭
和
二
年
未

の
調
査
に
よ
る
亡
､
鵜
四
百
五
十
五
箇
七
千
宵
六
十
八

羽
､
蘭
雪

面

二
千
九
軍

二
十
七
朋
､
其
の
他
鴛
及
七

両
鳥
二

一十
二
嵩
五
千
入
官
七
十

一
御
､
各
計
五
竹
入

十
常
五
千
九
百
七
十
六
羽
で
.
之
を
大
正
元
年
の
四
召

四
十
七
歯
五
百
五
十
九
羽
に
此
す
れ
ば
二
九
'
八
郎
の

槍
加
に
な
る
.

大
'
結

論

毒
閑
は
我
領
土
ど
な
I
七

よ
り
既
に
三
十
年
を
閲
し
て

ゐ
る
.
其
の
間
に
於
け
る
本
島
文
化
の
磯
連
は
鴛
具
す

砧

慣

之

比

装

べ
き
も
の
が
あ
る
C'
就
中
産
業
の
礎
展
は
其
過
程
を
振

返
る
も
の
に
ご
っ
て
異
に
撹
日
に
慣
す
る
｡
明
治
三
十

六
年
に
は
基
塵
紙
街
七
千
八
百
苗
圃
で
p
未
だ

1
億
回

に
捕
尭
L･4
か
つ
L
J_
の
で
あ
る
が
､
最
近
に
到
っ
て
は
六

億
閲
に
達
し
約
八
倍
錫
の
飛
躍
的
増
加
を
接
げ
た
｡
岡

よ
-
熱
ビ
光
だ
が
地
味
に
天
訳
し
た
こ
だ
が
'
此
の
驚

嘆
す
べ
き
敬
展
を
生
ん
だ
眉
魚
の
母
で
あ
る
が
'
北
の

地
味
を
利
用
し
'

開
拓

した
人
間
の
努
力
も
亦
太
な
る

も
の
で
あ
る
｡
即
ち
農

業
に
放
て
､
耕
地
両
種
は
約
八

割
の
槍
加
聖

不
し
て
居
る
が
之
に
封
す
る
盤
産
物
の
埼

加
は
五
十
五
割
に
垂
ビ
し
､
如
何
に
軍
使
収
穫
の
上
に

加

へ
ら
れ
た
改
良
が
多
い
か
推
量
出
凍
る
｡
米
の
如
き

は
従
凍

1
千
三
官
僚
縄
の
多
様
に
亘
っ
て
ゐ
た
む
の
が

現
在
で
は
望
｡
飴
博
に
淘
汰
さ
れ
た
上
に
p
内
地
魔
を

移
植
し
た
蓬
莱
米
が
新
に
加
っ
て
本
島
米
産
は
､
之
が

蔑
め

1
暦
重
要
な
慨
低
を
含
む
で
茶
托
の
で
あ
る
｡
特

に
栽
棉
盛
業
に
於
で
､
其
の
開
磯
の
跡
を
如
賓
に
見
る

こ
･,･)
が
出
凍
'
其
粘
某
現
在
の
如
き
順
調
t･t
る
敬
展
を

氷
化
し
た
の
で
あ
る
が
､
各
産
業
に
つ
い
て
見
れ
ば
､

必
ず
し
も
過
去
に
於
て
多
少
の
網
島
が
な
い
で
も
な
か

Y.1.jm

五
九



鴫

球

筋
十
二
馨

っ
た
の
で
あ
る
｡

i
例
を
輿
ぐ
れ
ば
砂
糖
で
'
大
正
二

年
度
に
於
け
る
大
串
魅
の
薦
め
に
共
産
額
四
分
の

一
の

激
減
を
凍
し
た
の
で
あ
る
｡
叉
欧
洲
戦
後
の
財
界
不
況

は
折
柄
輩
展
せ
ん
ビ
し
た
本
島
工
業
界
の
出
鼻
に
激
し

い
打
撃
を
典

へ
た
が
､
伸
び
ん
だ
す
る
豊

田
な
る
錬
産

カ
は
是
等
を
直
ち
に
乗
-
越
え
て
了

つ

た
｡
昭
墾

毎

度
に
於
け
る
壁
塵
紙
額
五
億
九
千
三
十
三
寓
七
千
七
宵

三
十
九
同
'
之
を
各
稽
産
業
に
分
赦
し
'
其
宵
分
比
を

示
せ
ば
左
の
如
-
で
あ
る
0

盛
業

望

ハ
%

工
業

四

一
%

林
業

J
(
形

東
栄

四

%
水
産

三
%

閲 二 十 第

節

五
触

三
蒜

六

〇

葡
ほ
､
工
業
は
甘
輩
盤
作
を
基
礎
だ
す
る
製
糖
工
業
が

其
の
牛
を
占
む
る
故
､
本
島
の
七
〇
%
は
盤
魔
巷
崖
に

し
て
'
賓
に
本
島
捉
酒
の
娘
本
か
為
す
も
の
で
あ
っ
て

殊
に
其
大
京
た
る
P
米
､
甘
漕
､
甘
藷
等
の
愚
凶
は
懸

っ
て
本
島
鰹
跡
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
｡

而
し
て
水
島
の
盤
兼
は
今
や
其
の
補
関
の
域
に
超
し
て

ゐ
る
革
は
何
人
ビ
錐
も
直
ち
に
心
付
-
で
あ
ら
う
0
回

よ
り
行
請
っ
た
宝
玉
ふ
謬
で
は
な
い
｡
ま
だ
-
八
耕
地

面
積
の
横
輩
'
晶
種
の
改
良
､
軍
政
牧
磯
の

増
加
等
に

仇
っ
て
塘
展
の
故
地
は
充
分
に
あ
-
､
蔑
産
は
益
々
宣

額
に
達
す
る
で
あ
ら
-
｡
然
し
班
に
批
年
の
域
に
蓮

し

た
如
-
皿
は
れ
る
盛
業
に
は
従
氷
の
横
な
飛
躍
約
番
展

は
望
め
な
い
JD
即
ち
本
島
は
過
重

二
十
年
間
に
於
て
､

第

一
段
の
産
業
的
飛
躍
藍

刀
了
し
､
凍
る
べ
き
撃

蕗

の
躍
進

『
農
業
か
ら
エ
菜

へ
』
の
時
代
に
直
而
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
0

本
稿
を
腹
す
る
に
普
っ
て
､
紙
督
府
勧
業
裸
(
殖
産
局
)

各
州
勧
業
裸
'
放
各
盛
事
試
臓
朗
が
種
々
材
料
を
提
供

せ
ら
れ
た
革
を
苗
に
探
-
戚
謝
L
t
大
方
の
御
批
正
を

･乞
ふ
0



民
謁

二
田
ク

『
轟
轡
産
物
何
ぢ
や
ろ
か

砂
糖
に
樟
脳
に
烏
龍
茶

地

嚢

垂

の

効

能

そ
の
上
お
米
が
二
度
機
れ
て

山
に
式
金
の
花
が
暁
-
』

地
質
撃
と
人
間
界

地
質
笹
と
法
律

世
界
に
於
け
る
鉱
物
資
源
の
散
見
及
び
開
輩
の
進
む

に
従
っ
て
騎
床
の
所
有
槽
や
袋
倍
や
採
掘
に
つ
い
て
盤

業
法
が
異
常
に
礎
達
し
ま
し
た
.
多
-
の
場
合
に
地
襲

撃
は
翫
業
法
の
組
立
の
み
L･.
ら
す
僻
秤
に
役
立
ち
ま
し

た
｡
貌
業
法
に
伽
ふ
る
に
有
用
錬
物
に
封
す
る
徴
枕
に

銅
し
て
の
法
規
､
海
岸
線
及
び
河
川
を
槌
用
す
る
轟
に

封
し
て
の
法
規
'
湛
概
用
の
水
利
に
踊
す
る
法
規
及
び

地
質
準
の
原

糊
を
含
む
他
の
多
-
の
法
規

が
あ
り
ま

す
っ

地
鴨
効
の
額
装

(
≡

)

プ

ラ

ッ

ド

レ

-

食
衆
聞
及
び
各
州
の
地
贋
調
査
所
は
新
た
に
閑
凝
さ

る
る
公
有
地
の
地
質
及
び
焼
物
資
源
の
調
査
を
旗
1
行

ひ
ま
し
た
｡L
か
ゝ
る
調
査
は
公
有
地
袋
輿
の
法
規
を
定

む
る
基
礎
だ

な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
｡

有
償
髄
床
の
露
頭
の
あ
る
土
地
の
所
有
者
が
此
の
鶴

脈
を
傾
斜
i1=
撃

っ
て
迫
っ
て
行
き
､
自
己
の
所
有
し
て

居
る
土
地
境
鼎
の
垂
直
面
を
越
え
て
､
他
人
の
所
有
地

の
下
方
ま
で
侵
入
し
て
行
-
場
合
で
も
其
の
樺
利
を
輿

へ
て
居
る
各
衆
図
の
緩
流
に
就
て
屡
々
訴
敵
が
起
り
ま

し
た
o

こ
の
法
律
は
只

一
っ
の
額
脈
で
判
姓
た
る
露
頭
を
持

っ
た
も
の
に
踊
し
て
で
は
容
易
に
解
砕
さ
れ
る
こ
亡
が

宝

鑑

六

l


